
老
い
も
若
き
も
m月
幻
自
か
ら

健
康
診
断

乞
予
防
接
種

( 10月下旬号)(第164号)

結核を追放しよう

一一一番木
造
瓦
茸
二
階
誕
百
制
一

一棟

連
坪
四
十
七
坪
一
勺
、
外
二
階

十
五
坪
八
勺

大
村
市
原
口
郷
字
尾
ノ
上
千
二

十
九
番
の
三

宅
地
四
十
五
坪
五
合

⑪
大
村
市
宮
代
郷
字
矢
淵
ニ
千
二

百
十
六
審

田
五
畝
十
四
歩

⑫
大
村
市
五
の
郷
字
赤
道
三
十
五

番
の一

ム

公

費

物

件

一⑤
大
村
市
申
書
町
六
十
二
番
一
畑
六
畝
歩

①
大
村
市
玖
島
郷
字
本
小
路
百
二

一

宅
地
七
十
一
坪
二
合
ニ
勺
一
⑬
大
村
市
田
下
郷
宇
都
采
場
百
三

十
二
番
の
八

一
⑤
大
村
市
字
水
主
町
五
百
八
十
九

一

十
九
番

宅
地
三
十
凶
坪
九
合
三
勺

一

審

一

回

一ニ畝
九
歩
、
外
畦
畔
三
歩

一

宅
地

九

十

坪

一

②
大
村
市
木
場
郷
宇
関
山
八
百
三

一

一

⑭

大

村
市
五
百
八
十
五
番

家
屋

一⑦
大
村
市
森
園
郷
字
下
楠
山
四
百

一

一
十
一
ニ
審

一

一

番
号
岡
市
二
百
二
十
九
番

種
の
み

一

一

九

十
八
番
の
三

一

ム
小
学
笠
か
ら
三
十
才
未
満
の
者
一
回

一
反
一
号
一
歩

一

畑
宜
畝
七
歩

一

木
造
瓦
葺
二
階
家
信
純
一
棟

健
膜
診
断
と
予
算
種
一
③
大
村
市
武
器
字
武
部
二
百
四
一
③
大
村
市
富
ノ
襲

警

千

百

五

一

種
坪
九
十
一
坪
五
合

一
勺
、
外

ム
コ
干
才
以
上
の
者
健
康
診
断
一
十
二
番
の
三

一
十
竺
審

一

二
階
五
坪
ニ
合
八
勺

の
み

一

宅
地

六

十

坪

一

畑

一

反

歩

一

附
周
、

土
蔵
造
瓦
茸
倉
庫
一
棟

ム
学
校
、
官
公
庁
、
事
業
所
な
ど
志
大
寝
室
警
岩
舟
四
百
一
ニ
一
@
大
村
市
諏
訪
郷
字
小
池
田
千
三
種
坪
三
十
六
坪
八
合
八
勺

で
行
な
っ
た
者
は
除
く
。

一

十
八
番
の
ニ

一
百
三
十
二
番
の
二

一

大
村
市
東
本
町
五
百
八
十
五
審

会
事
所
と
期
日
別
表
の
と
一
畑
八
畝
五
歩
内
陸
畔
二
十
二

一

畑

二

反
歩

一

宅
地
二
百
二
十
五
坪

お

り

。

露

衛

生

保

)
一

歩

一⑬
大
村
市
原
口
郷
千
二
十
九
番
の
一

(税
務
理

予

防

接

種

一

と

-

3

2

一

l
i
l
i
--一
未

登

録

犬

は

捕

獲

一ム
そ
の
他
、
登
録
済
ま
た
は
予
防

一
[
-
i
i
f
一ツ
ベ

W
E
C
G
-
一

.

，

『

1

;
dF

一

注
射
済
の
も
の
は
、
必
ず
そ
の

一
実
施
崎
所

一郎

U
E哲
一

一

予

防

注

射

も

れ

は

早

く

手

続

を

一

銃
器
に
証
票
者
首
輪
に
つ

hu引
i
lulm

月一m
月
一
一

一

け
て
お
く
乙
と
。

一三
浦
出
張
所
一1
旬
L

1
幻
1
士

-

一

ド
日

i
ぺ
E
F
一・
以
日
一
'
山
間
三
今
年
の
第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
一

内
県
大
村
犬
抑
留
一
附

一
A
返
還
手
続
の
方
法
市
保
険
衛

露

出

少

一少
均
日
一ク
引
月
一
一

一

一寸

U
b
z
i一'
日
川
一'
引
い
士
も
十
月
十
四
日
同
で
一
応
鰐
了
し
た
一
ム
注
射
当
分
の
聞
大
村
と
南
場
一

平
諜
で
登
録
を
行
い
、
返
還
願

一
中
央
公
民
館
二
勾
円
7
泊
円
一
一

一

一

一い
よ
J
U
U
I
H
.け
け
一'
M
い一
一
の
で
、
大
村
保
随
所
で
は
狂
犬
病
一
で
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
、
正
一

を
持
っ
て
抑
留
附
で
返
還
を
う

一市

役

所
9

初
日
一n
m
日
一
一

一

一

一一日
P

汁
古

川

け

I

一一
口
川
竺
予
防
の
た
め
野
犬
捕
般
を
徹
底
的
一
午
か
ら
午
後
一一一時
烹

で

。

一

け

る

乙

と
。
(
大
村
保
健
所
)

市

立

病

院

・
初
日
す

お
ロ
一
一

一

，

一

げ

げ

は

け

f
一
げ
川
一
一に
実
施
し
ま
す
。

一

1
1
1
1
1
1
11

1
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

一竹
松
出
張
川

却
け
F
M
円一

一

一

ー一一
-
l
t
E
H
J
リ

J
i
げ

F

一
一
本
年
度
未
登
録
犬
時
ひ
じ
第
二
回
一

i

-

一冷

，

一ふ
一

l
一)
均
一
一予
防
注
射
も
れ
の
犬
所
有
者
は
述
一

百

日

咳

の

予

防

接

種

一
11
9
7
M
I
d日一
石

か
に
明
定
の
手
続
を
完
了
し
て

一

-1

四い
γ
ト
凶

μ川一
一
く
だ
さ
い
。

一

一
回

す

ん

だ

人

は

も

れ

な

く

健

康

診

断

一

日

詩

碑

ド

十

h
u犬一一一
回
目
の
百
咳
予
防
隈
屈
を
次

大
村
保
健
所
日
付
加
同

一

病
予
防
係
あ
て
連
附
ず
る
乙
と
一
の
と
お
り
実
臨
し
ま
す
れ
で
、
第

市
立
病
院

叩
月
目
白
一
ム
捕
獲
犬
の
返
還
大
村
と
商
場
二

回
掩
極
を
終
っ
た
人
は
も
れ
な

i
i
i
i
!
!
j
ti
l
is
j
tj
j
t
j一く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

完

成

は

十

二

月

末

ご

ろ

一
な
お
追
加
免
疫
者

(昨年一一
一同
絡

ー
ハ

一了
の
者
)
も
悔
種
で
き
ま
す
。

大

村

部

隊

横

の

市

議

舗

装

一

塁

料
金
は
一
人
当
り
一
ニ
十
円

一
百
日
咳
予
防
接
種

市
内
古
町
庄
宅
角
か
ら
大
村
部
隊
一
あ
る
。

一

一

一
実

施

場

所

と

期

日

債
の
市
泊
乾
馬
場
線
の
制
装
を
十
一
な
お
、
排
土
処
理
の
関
係
↑
二
万
一

月
一
日
か
ら
笑
施
し
て
い
る
。
乙
一
通
行
に
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
、

一

(

下
衰
の
と
お
り
)

の
道
路
は
延
長
.
ニ
百
二
十
米
、
巾
一
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が一

実
施
時
間
は
午
後
一
時
か
ら一一
一時

六
・
五
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
一
ど
了
承
の
上
ご
協
力
者
お
願
い
し
一
ま
で
。
母
子
手
般
を
も
っ
て
来
て

で
、
十
二
月
末
に
完
成
の
予
定
で
一
ま
す
。

(題
設
課
)
一
く
だ
さ
い
。

O 

を

て

保

存

と

じ

、.
l.. 

と

fヲ ぞ凡フ
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公売お知らせ
30日・土地、家屋など

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
次
の
と
お
り
公

売
に
村
し
ま
ず
か
ら
民
受
希
望
者
は
当
日
定
刻

ま
で
印
鍛
持
参
の
上
ど
参
集
く
だ
さ
い
。

ム
公
売
日
時
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
午

後
二
時

ム
公
売
場
所

大
村
市
役
所
税
務
課

ム
公
売
方
法
“パ
一
般
競
争
入
札

ム
入
札
加
入
保
証
金
入
札
金
額

ω百
分
の
五

以
上

ム
代
金
納
付
方
法
即
納

ム
鰻
地
由
民
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
県
知
事
の

発
す
る
適
格
証
明
曹
を
有
す
る
も
の
に
限
り

公
売
を
許
可
す
る

結
核
が
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
る
と
と
を
知
つ
で
も
、
結
核
が
治
る
病
気
で
あ
る
と
い
う

と
と
や
、

結
核
に
か
か
っ
て
い
ゴ
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
が
十
人
の

'2り
八
人
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

り

結
核
は
自
覚
症
状
(
虫
垂
炎

(盲
一
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
っ
て
皆
さ

腸
炎
)
に
な
っ
た
時
と
お
な
じ
よ
一
ん
の
体
に
結
核
が
あ
る
か
、
な
い

う
に
、

腹
と
か
胸
が
痛
み
出
せ
ば
一
か
を
調
べ
る
の
が
健
康
診
断
で
、

事
情
も
変
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
一

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、

B
C
G

が
〕
の
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
か
一
注
射
を
行
う
の
が
予
防
接
種
で
す

ら
年
に
一
回
は
必
ず
健
闘
眠
診
断
を
一
乙
の
費
用
は
全
部
無
料
で
い
た

う
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一

し
ま
す
。

以
前
は
結
核
は
若
い
人
に
多
か
一
乙
の
た
び
健
康
診
断
と
予
防
接
種

っ
た
の
で
、
三
十
才
宋
澗
の
人
一
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で

だ
け
健
康
診
断
を
行
っ
て
き
ま
一
自
分
の
大
切
な
体
を
守
る
た
め
、

し
た
が
、
最
近
は
年
を
と
っ
た
二

人
残

5
9う
け
て
く
だ
さ
い
。

人
に
も
多
く
な
っ
た
の
で
、

国一

な
お
、
健
康
診
断
と
予
防
接
種

民
の
す
べ
て
が
、
健
康
齢
断
と
一
は
年
令
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

予
防
接
種
を
う
付
る
乙
と
に
な
一
異
な
り
ま
す
。

り
ま
し
た。

一ム
小
学
校
入
学
前
の
者

予
防
接

よt!. 政市村大昭和 32年 10月 20日(ー〉

続
出
入
(
市
内
移
動
も
含
む
)

きれし、 lと なる il:i道乾馬 場線

の

場

合

は

必

ず

町

務

連

絡

委

員

〈

町

総

代

ν

を
経
て
、
市
民
銀

ハ
出
張
所
ν

へ
願
出
て
く
だ
さ
い
。

し

く

だ

さ

て
家
屋
蒋
吟
同
郷
二
百
十
七

実
施
場
所

一
実
施
刀
臼

三
浦
出
張
所

一
叩
片
勾
日

鈴
回

ρ

一
ρ

初
日

市

役

所

一
ρ

却
日

中
央
公
民
館

一
ρ

訪
日

池
田
敬
老
院

一

ク
m
U

臼

市

立

病

院

一

ク
印
日

竹
松
出
張
所

一
ρ

初
日

松
原

ク

一

ク
初
日

招
電
一

一

o
m
日

昔
一瀬

一
η

却
日

4シ

(保
険
衛
生
観
) い

O 

か

け

る

。

一

は

化

せ

ん
の
服
地
在
純
屯
と
、

③
子
供
や
老
人
な
ど
を
で
き
る
だ一

い
つ
わ
っ
て
売
っ
て
歩
く
者
が

け
出
守
番
に
お
く
よ
う
に
す
る
一

多
く
な
り
ま
す
。

①
夜
は
、
戸
締
り
を
厳
重
に
し
た一
⑦
見
知
ら
ぬ
行
商
人
に
は
お
ー
い

上
、
家
の
列
を
明
る
く
、
室
内
一
に
注
意
し
合
っ
て
押
売
り
は
附

を
陥
く
し
て
や
す
む
と
と
。
一

め
か
ら

「き
っ
ぱ
り
」
と
断
り

一

今
年
の
稲
作
は
、
七
月
の
水
害
や一

れ
、
町
や
農
村
も
家
を
留
守
に
す
一④
お
金
や
貴
重
品
は
分
散
し
て
保
一
そ
れ
で
も
お
ど
し
文
句
を
い
う
一

二
回
の
台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
一る
こ
と
が
最
も
多
く
な
る
時
撃
で

一
管
す
る
と
と
も
大
切
で
あ
り、

一
時
は
早
く
欝
撃
に
連
絡
す
る。

一

が
、
水
害
地
を
除
け
ば
、
全
般
的
一
あ
り
ま
す
。

一
四
場
所
を
工
夫
し
て
被
害
に
か
一
句
普
通
の
侶
の
半
額
と
か
、
有
名

一

に
は
一
昨
年
に
次
ぐ
大
豊
作
と
い

一乙
の
「
ス
キ
」
を
狙
っ
て
、
空
巣
一
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

一

品
を
と
て
も
安
く
売
る
と
い
う
一

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
ね
ら
い
、
と
そ
問
、
ス
り
な
ど
が
一
@
外
か
ら
ち
ょ
っ
と
見
て
、
回
守
一

話
は
詐
欺
に
か
か
り
ゃ
す
い
の
一

い
ま
か
ら
殴
繁
期
と
な
り
、
陸
一
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
一

だ
と
わ
か
る
よ
う
な
か
ぎ
の
か

一
で
、
そ
う
い
う
う
ま
い
訴
に
の
一

家
で
は
一
家
総
出
で
回
、
畑
に
倒
一

な
乙
と
に
十
分
注
意
し
て
、
盗
難
一

け
か
た
を
し
な
い
乙
と
。
一
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
一

き
に
で
る
た
め
、
家
を
留
守
に
す
一
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
一
⑥
乙
れ
は
ゆ

2
り
が
あ
る
も
の
だ
一
①
慌
維
や
、
そ
の
他
の
被
害
に
か

一

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ

の

他

の

一

き

い

。

一

と

思

っ

て

買

っ

た

品

物

が

と

ん

一

か

っ

た

と

き

は

、
現
場
は
そ
の一

家
庭
で
も
家
族
同
っ
て
行
楽
に
出
一
①
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
一
で
も
な
い
偽
物
や
、
粗
悪
品
だ

一

ま
ま
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
一
一

か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
締
り
を
厳
重
に
し
た
上
、
と
な
一
っ
た
と
い
う
乙
と
が
、
非
常
に
一

く
警
察
に
届
出
る
よ
う
に
-し
て
一

ま
た
秋
祭
り
な
ど
が
各
地
で
催
さ
一

り
近
所
に
よ
く
頼
ん
で
か
ら
出
一
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
秋
口
に
一
く
だ
さ
い
。
(
大
村
警
察
署
)
一

一

)

十
月
二
十
四
日
は一

年
以
上
児
童
の
保
育
に
従
事
し
一

日

3
百
聞
)

一

二
十
五
才
未
澗
の
も
の
で
、
受
入
一

人

目

「国
連
デ

!
」
一

現
在
引
つ
つ
い
て
従
事
し
て
い
一
ム
場
所

講
習
会
場
と
同
じ

一国
ヘ
永
住
の
意
志
あ
る
海
外
実
習
一

-
プ
別

(副
際
洲
一合
の
日
)
一

る
女
子
で
、
保
母
の
資
格
試
験
一
ム
申
込
講
習
会、

試
験
と
も
十
一
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
一

連

司

で

す

。

一

を

有

す

る

者

(前
記
の
ほ
か
厚
一

一
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五
日

一
望
者
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
一

1
1
今
回
は
日
本
が
間
一
生
大
臣
が
適
当
な
資
料
一
を
有
す
一

ま
で
、
県
婦
人
児
童
課
へ
申
し
一
農
林
課
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
一

巨

(

連
に
加
盟
し
て
以
一
る
と
認
め
た
者
)
。

一

込
む
こ
と
。

く
わ
し
い
乙
と
は

一

(

農
林
課
)
一

来

初

の

国

連

デ

ー

で

す

。

一

試

験

一

福
祉
事
務
所
ヘ
問
合
せ
て
く
だ
一

1
1
1
1
1
1
1

一

と
れ
は
一
九
四
七
年

(昭
和
三
ム
期
日
十
一
月
十
八
日
、t
二
十
一

さ
い
。

(福
祉
事
務
所
)一

乳

山

羊

の

研

究

会

一

士
一
年
)
十
月
間
際
連
合
第
二

一

I

l
l
1
1
1
11
1
l
i
l
i
--
-
l
i
li
-
-
-
-
ー

一

一

一

一

ム

日

時

十

月

三

十

日

午
後
一
時
一

回
総
会
で
探
一決
さ
れ
た
決
議
に

一

!

手

;
E
ι
3

』

一

一

警
、
国
際
連
合
憲
章
発
効
記
一

私

核

自

宅

療

養

者

の

会

一ム
場
所
中
央
公
民
舘

一

一

J
J
・-
'
l

e
E

，

，

一

ム

会

費

五

十
円

一

念
日
の
十
月
二
十
四
日
を
わ
が

一

月

一

回

定

例

会

・

血

沈

の

無

料

検

査

な

ど

一ム
講
師
金
原
県
極
鶏

場

長

一

国
で
は
今
後
毎
年

「国
際
連
合
一

一

一

の
日
」
と
呼
称
す
る
冒
政
府
に
一
市
内
の
結
核
自
宅
護
者
は
昨
年
一
す
。

王

室

の
飼
育
管
理
、

疾
病
療
法
一

お
い
て
閣
議
決
定
、
政
府
声
明
一
六
月
か
ら
複
十
字
会
を
結
成
し
て
一
ム
開
設
の
期
間
十
月
二
十
六
日

一そ
の
れ
に
つ
い
て
有
益
な
講
演
が
一

巻
行
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
一
次
の
と
と
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

一
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
一あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
外
を
と
わ

一

全
国
民
が
国
際
迎
合
の
目
的
お
一
該
当
者
の
参
川
を
お
す
す
め
し
ま
一

一時
十
鴨
は

一ず
ふ
る
つ
で
ど
聴
講
く
だ
さ
い。

一

よ
ひ
事
業
に
対
す
る
認
識
喜
一
す
。

一ム
時
間

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
一主
催

大
村
乳
山
羊
改
良
純
合

一

め
、
か
っ
そ
の
任
務
述
成
に
脳
一
ム
定
例
会

毎
糾
第
凶
木
昭
日
午
で

一

(

農
林
課
)
一

力
ず
る
覚
悟
を
新
た
に
す
る
た
一
後
一
時
一一一
寸

分

か

二

村
侭
一

ム
説

大

村

市

教

育
委
員

ARE
l
i
-
-
-
一

め
に
、
今
年
か
ら
は
け
ら
れ
た
一
昨
附
)

一
万
一
純
子
氏

一
事

務

職

員

を

募

集

一

も
の
で
す
~

(庶
務
課
)
一
ム
事
業

民

芸

山
山
、
折
半
ム
場
所
四
十
ヘ村
引
学
校

一

大
村
部
隊
で

一

1

1

1

1

1

1

1

一
め
無
料
塁
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
一
ム
受
抗
議

市

内

在

住

の

喜

一大
村
部
隊
で
は
お
と
お
り
部
隊

一

保

母

の

き

日

と

試

一

真
の
言

霊

長

共

)

一

(ま

を

除
く
)

一
賢
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

:
1
一

験

・

申

込

お

日

ま

で

一
パ
タ
1
、
誌
な
ど
の
者
共
同
一

ム
受
講
料
無
料、

た
だ
し
材
料
玉

事

務

費

八

議

程

、
一
一

2

一
購
入
図
替
、
療
主
総

(保
随
一
鮮
明
は
実
口

一

名

一

保
母
の
講
習
と
試
験
が
次
の
と
お
一
同
人
)
の
無
料
問
覧
機
関
部
一
ム
叩
込
十
月
二
十
祝
日
ま
で
に
一
ム
十
八
才
t
二
十
二
才
、
児
女
径

一

り

行

わ

れ

ま

す

。

一

の

発

行

な

と

。

一

四

大

村

中
日
ナ
校
ヘ

一

司
わ
ず
。

一

講

習

一

な

お

、

会

授

は

月
十
円
で
、

定
例
一ム
定
員

二

十
名

(巾
込
順
)

一ム
官
庁
簿
記
の
で
き
る
も
の
。
一

ム
期

間

十

一
月
十
一
日

t
十
六
一

会
へ
の
出
席
者
は
快
復
者
で
病
状
一

(市
教
委
)
一

ム
宮
署
は
十
月
二
十
八
日
ま
で
一

日

(
六

円

間

)

一

恵

化
ぞ
来
た
さ
な
い
程
度
の
乃
に
一

1
1
1
1
11
1

一
大
村
部
隊
庶
務
科
人
事
印
へ
昭

一

ム
場

農
繁
期
の
防
犯
心
得

自
守
番
は
必
ず
お
く



伴
う
と
い
う
こ
と
に
特
徴
が

あ

民

で

、
日
夜
指
導
取
締
り
に
当

る
。
乙
う
し
た
こ
と
が
、
ま
た
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
お
ー
い
の

一
万
に
は
交
通
事
故
が
多
く
な
安
全
交
通
に
対
す
る
際
い
珂
肝

る
駅
間
と
も
な
る
と
凶
臨
む
れ
る

と
配
噸
が
な
さ
れ
て
、
個
人
佃

股
近
企
凶
的
に
交
通
事
故
が
附
人
が
交
通
法
令
は
も
ち
ろ
ん
、

秋
季
交
辿
安
全
辺
助
が
十
月
二
十
一

行

一に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
肝

加

し

、
大
村
市
で
も
本
年
に
入

交
通
道
簡
を
身
に
つ
け
て
実
践

一一
日
か
ら
一一一
十
一
円
ま
で
全
国
的
一

ML'U
U
阜
の
左
端
一
列
進
行
の
肋
峨
も
、
先
ず
家
計
、
中
間
か
ら
断

り
九
月
ま
で
に
三
十
八
件
の
事
に
移
さ
な
い
似
り、

交
通
秩
序

に
実
施
さ
れ
ま
す

。

一

υ

一次
街
頭
へ
と
、
お
互
の
良
識
と
開

放
が
発
生
し
、
乙
れ
に
よ
り
四

の
確
立
は
難
し
く
、
こ
う
し
た

乙
れ
は
交
通
に
対
す
広
三
股
の
間

一一山
路
面
の
限
保

白川肝
に
よ
っ
で
正
し
い
交
通
を
行

い

人

の
死
亡
者
と
三
!
六
人
の
重
事
故
を
な
く
す
と
と
は
で
き
な

蹴
密
た
か
め
、
交
通
上
の
よ
い羽目

一乙
の
辺
別
刷
悶
叩
は
密
察
や
交
通

一明
る
い
大
村
雨
の
同
開
設
に
研
一η
し

軽

働

者
を
出
し
て
い
る
。

い
と
思
う
。

叩

は

わ

れ

じ

れ

れ

純

白

一

位

刊

花

計

れ

れ

日

一ま
し
ょ
う
。

(大

村

勝

察

署

)

治

的

れ
れ
い
山
諸

同

昨

日

叩
閥
的

位

指

M
M
M
M

交
通
の
安
全
と
円
滑
を
は
か
る
乙
一

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

産
慮
さ
れ、

最
近
車
の
運
転
者

活

動

に

入
っ
た
の
で
あ
る
が
、

齢

期

ド

品

開

ω時
一

各

地

区

に

交

通

一

指

導

員

一
@
齢
止
に
お
け
る
指
導
標
識
、

当

日

間

ア

ヴ

初

回

転

問

抗

民

間

弘

前

略

一

交

通

安

全

協

会

で

た

定

一

区

画

綿

の

護

祭

出

れ

、
安
全
交
通

話

な

く
、
常
に
交
通
安
全
に
つ
い
一
大
村
瞥
祭
器
で
は
秋
季
総
合
防
犯
一
紙
が
な
い
万
は
そ
の
用
紙
の
形一

①
対

面

交

通

の

励

行

一

一
①
速
度
制
限
区
域
の
明
確
化

す
る
施
策
や
施
設
の
惟
進、
か
図

て
総
合
施
策
を
推
進
し
て
、
市
一
運
動

(十
月

一
日

か

ら

十

一

月

十

一

式

で

附

啓

一

②
正
し
い
横
断
の
励
行
一
大
村
市
交
通
安
全
脳
会
は
本
信

一
な
お
同
協
会
会
長
(
大
村
市
長
)
一
@
歩
行
者
に
対
す
る
交
通
法
令
の

ら
れ
て
い
る
が
、

我
が
国
の
道
民
運
動
の
推
進
母
体
と
な
ら
な
一

日
ま

さ

を
行
な

っ

て

い

ま

す

。

五

五

説

者
多
数
の
と
き
は
一

①
学
童
の
通

行

保

護

一

月

結

成

さ

れ、

交
通
事
故
の
防
止
一
は
別
唄
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
協
力
一

徹

底

聞

の

条

件

や

人

家

の

状

況

な

ど

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

う
。
一

乙
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
次
の
と一

拍
抑
制
で
五
十
名
限
り
薄
謝
贈
呈
一

④
安
全
運
転
の
巡

守

一

交

通

秩

序

の

確

立
に
務
め
て
来
た
一方
を
要
望
し
た
。
ま
た
三
浦
地
区

一①
瞥
繋
の
折
噂
取
締
り
の
強
化

か
ら
、
ど
う
し
て
も
却
の
数
や
泊
附
上
に
お
け
る
現
央
の
交
通
一
お
り
防
犯
ク
イ
ズ
を
募
集
し
て
い
一
ム
本
文
次
の
と
お
り

一

ィ
、
安
全
速
度
の
遵

守

一

が
、
十
月
十
日
大
村
鞍
察
署
で
協
一
で
は
十
月
十
五
H
交
通
安
全
推
進

一

ハ市
長
あ
い
さ
つ
要
旨
〕

ス
ピ
ー
ド
と
の
聞
に
均
衡
が
保
状
態
や
、

事
故
の
現
状
に
対
処
一ま
す
の
で、

ふ
る
っ
て
ど
投
稿
く一

ヒ

ン

ト

一

口
、
追
越
の
際
の
安
全
確
認
一
誠
会
を
開
去
、
十
月
二
十
二
日
か

一協
議
会
支
部
を
結
成
し
、
支
部
長一

時
代
の
進
歩
と
と
も
に
交
通
量
た
れ
ず
、

な
か
な
か
所
期
の
目

し
て
市
民
の
末
端
に
至
る
ま

で

一

だ

さ

い

。

一

花

子

さ

ん

の

家

で

は

た

び

た
び
泥一

ハ
、
信
号
、
標
識
の
確
紘
一
ら
企
図
的
に
行
わ
れ
る
秋
季
交
通

一に
三
浦
出
強
所
長
を
決
定
し
た
。
一

が
増
し
て
行
く
こ
と
は
当
然
の

的
が
達
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
安
全
交
通
の
観
念
を
浸
透
さ
せ
一
ふ
締
切
り
十
月
三
十
一
日
一
棒
に
入
ら
れ
た
の
で
、
お
父
さ
ん
一
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
よ
く
考
え
て
で
き
た
万
は
、
派
出
所
ま
た

⑤
白
動
車
の
完
全
整

備

一

案
孟
動
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

一
円

決

定

事

項

〕

一

乙

と

で

、
交
通
の
発
展
と
い
う

況

で

あ

る

。

る
よ
う
に
し
て
行
く
乙
と
が
、
一ム
応
募
用
紙
各
防
犯
組
合
を
通
一
や
お
笠
οん
が
相
談
し
て
今
後
次一

は
防
犯
塑
口長
の
と
と
ろ
に、

お
尉
け
く
だ
さ
い。

①
踏
切
に
お
け
る
安
全
確
認
の
励
一
し
た
結
果
次
の
乙
と
を
決
定
し
た
一
①
各
地
区
に
お
け
る
交
通
指
導
員
一
も
の
は
必
然
的
に
ス
ピ
ー
ド
を
普
療
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
人
緊
要
な
と
と
と
思
う
次
第
で
あ一

じ
て
配
布
し
て
い
る
用
紙

(用
一の
七
つ
の
事
を
、
毎
月
実
行
す
る
一

(大
村
轄
察
署
直
話
八
五
一

・
八
五
二

・
八
五
一
ニ
審
)

盛

況

の

畜

産

共

進

会

一
行
切
れ
後
か
ら
行
わ
れ
た
腕
一
戸

会

等

吉

岡

常

松

(西
大
一
「

|

~

自

転

車

登

録

表

の

書

き

方

一八

兆

戸

)
発
憶
ラ
〆
ブ
付
か
一
ま
た
は

A
M
M
F署
)

一

大

多

武

で

爆

破

一

料

開

一

位

諮

問

主

目

一

一

一
・

一

一

一

n
l
m日
・
竹
松
部
隊
一

昌

一

馬
競
技
は
、
一
万
斤
の
荷
を
積

一村
)
大
塚
次
雄
(同
)、
上
野
安
雄
一一

ア
」

一

-

一

ど

う

か、

ま
た
そ
の
ボ
ル
ト
を一

一

一

監

督

(大
村
高
教
識
)
ム
雄
城
情

出

品

頭

数

百

九

十

一

に

上

る

一

み

堂

、

馬

と
も
汗
み
ど
ろ
一
(同
)ム

一
言

語

(

三

浦

)
は
一
一

則

一

自

転
車
の
盗
難
事
一
ペ
ン
キ
で
記
入
し
て
あ
る
。
一
九
、
風
切
図
示
し
て
く
だ
さ
い一

一
竹
松
部
隊
で
は
十
月
二
十
二
日
一
芳
、
弓
道
選
手
(
大
村
高
生
徒
)

問
時

刊

誌

mm時
計

臨

時

住

民

一

議

対

ろ
げ
観
衆

の

一

時

世

間

話

T
U一
一
た

五

日

訪

問

一

目

指

計

用

姉

人

用

競

一

十
じ

山

県

立

い

れ

一

立

臨

時

建

一

、

医

院

肝

心
付
信
一

mm-
許
諾
町
内
向

西
大
村
中
学
校
々
躍
で
開
催
さ
れ
一
埋
ま
り
絶
貯
の
軟
日
和
り
に
恵
ま
一
〔
入
賞
畜
所
有

者

〕

一

友
衛
(同
)、
太
田
安
春
(同
)

一
一
の

一

に
あ
り
ま
す
の
で
一
走
用
、
十
字
号
、
折
た
た
み
式

一

ど
う
か
な

と

。

一

一

一
語
地
区
で
は
日
泊
郷
宮
崎
神
社
一
一
時
ま
で
の
問、

大
多
武
演
習
場
一
選
手

(同
)
(
市
教
委
)

以
下
出
品
顕
在
各
地
区
か
ら
一

的

諮

問

P
E--一(
敬

称

略

)

豆

諸

員

一

…
防

一

長

難

i
持

出

現

ハ
旦

十

日

あ

持

与

量

鵠

並

足

許

諾

日
刊

誌

設

住

町

一

二

三

諸

説

巳

良

(二)

ぐ

7
13
d
f
v
-
p
v、
ラ

弘

、

よ矢
近
事
故
を
な
〈
そ
う

協
議
会
で
あ
い
さ
っ
す
る

大
村
市
長

ま
ず
あ

な
た
の
白
党
か
ら

(第154号)りよアご政市村大

る
が
、
お
五
い
こ
の
訊
一裂
性
を
一

知
り
な
が
ら
も
、
や
や
も
す
る
一

と
翠
お
交
通
安
全
協
会
に
委一

せ
て
、
日
常
の
所
副
が
お
ろ
そ
↑

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
と一

に
つ
い
て
は
、
会
長
と
し
て
大一

い
に
百
一
任
を
感
じ
て
い
る
。
一

秋
の
交
通
安
全
迎
刊
の
実
胞
を
一

目
前
に
控
え
、
本
述
刊
の
叩
h
…一

実
施
項
目
に
添
い
、
如
何
に
す
一

れ
ば
効
果
を
あ
げ
得
る
か
、
ま

一と
と
に
し
ま
し
た
。

一

皆

さ

ん
に
も
お
知
ら
せ
し
た
い

た
従
来
の
悶

μ
な
経
験
か
ら
そ一

す
る
と
そ
れ
か
ら
、
ち
っ
と
も
一と
思
っ
て
響
い
た
の
で
す
が
、
O

の
あ
り
刀
、
陥
断
な
ど
に
皆
様

一般
有
に
か
か
ら
ず
安
心
し
て
楽
し
一の
と
こ
ろ
の
当
用
悦
字
会
忘
れ
た

の
ザ
午
前
日
忠
見
を
お
聞
か
せ
願

7
¥将
寸
一
し
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
一
の
で
知
っ
て
い
る
万
は
お
し
え
て

っ
て
、
大
村
市
に
過
し
た
叱
全一
り
立

し

た

。

一

く

だ

さ

い
。

浬
助
を
抑
し
進
め
、
本
運
動
の

成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に、

市

民
組
問
の
飛
躍
を
は
か
り
た
い

と
思
う
次
第
で
あ
る
。

(大
村
容
察
署
)

" 
防
犯
ク
イ
ズ
募
集
刀

ふ
る
っ
て
感
募
く
だ
さ

い

写
真
は
除
幕
式

一
、
問
隣
を
一ア
ー
即
す
る
た
め
、

鈍
は
一

カ
所
よ
り
も
O
カ
所

に
か
り
る
こ
と
が
安
全
で
す
n

二
、
加
山
怖
を
予
防
す
る
た
め
、
家
を
0
0
に
す
る
O
は
O
の

家
と
派
出
品
に
お
願
い
す
る
。

一ニ
、
抑
涜
を
予
防
ヨ
る
た
め、

昼
間
で
も
O
関
の
鈍
は
か
け

て
お
き
ま
す
。

四、

O
艇
を
予
防
す
る
た
め
、

夜
は
O
廻
り
で
も
O
る
い
道

を
通
り
ま
す
。

五
、
サ
ギ
を
予
防
す
る
た
め
、

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、

う
ま
す
ぎ
る
O
し
に
は
う
っ
か
り
O
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
ま
す
。

六、

ス
り
を
予
防
す
る
た
め
、
人
ど
み
や
張
。
の
叩
で
は
O

に
注
意
し
ま
す
。

七、

事
件
が
起
き
た
時
、
急
い
で
瞥
祭
に
連
絡
す
る
時
は
、

「

O
O
で
す
警
察
に
ど
う
ぞ
。
」
と
一
宮
う
呼
出
し
で
官
話

を
O
Oし
て
い
ま
す。

池
田
堤
干
し
と

魚
取
り
大
会

池
田
宵
軍
団
主
催
池
田
堤
干
し
、

魚
取
り
犬
会
は
雨
の
た
め
砥
則
し

て
い
ま
し
た
が
、
十
月
二
十
七
日

(日
曜
日
)
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
決
行
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参

加
《
だ
さ
い。

(農
林
課
)

大
村
か
ら
六
名

国
休
に
参
加

。
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
。
的
十

二
回
国
民
体
育
大
会
が
十
月
二
十

六
日
か
ら
一千
f
日
ま
で
祝
日
間
、

静
岡
県
で
開
附
さ
れ
ま
す
。

乙
の
大
会
に
大
村
市
か
ら
次
の

六
名
が
長
崎
県
選
手
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
、

市
立
病
院
へ
鏡

十
ニ
商
広
か
ら
寄
贈

市
立
病
院
へ
と
の
ほ
ど
次
の
商
白

か
ら
監
樹
鋭
(
縦
六
十
七
セ
ン
ギ

印刷五
十
三
セ
ン
チ
)
各
一
個
の
背

開
が
あ
っ
た
の
で
、
早
速
院
内
仁

備
え
つ
け
た
。

寄
贈
商
庖
ム
大
同
時
計
庖
ハ
'

赤
水
食
料
品
目
ム
山
の
内
鮮
魚
伊

ム
伊
東
屋
ム
田
島
洋
品
目
A
合
同

タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
心
森
竹
筒
析

器
具
回
ム
品
目
精
肉
自
ム
金
子町
V

庖
ム
北
村
写
真
相
心
前
岡
県
子
市
r

ム
消
水
ク
リ
ー
ニ

ン

グ

回

一

(市
立
病
院
)
一

十
月
三
十

一
日

は
前

県
民
税
第
二
期
分
の

督
促
期
限
で
す
。


